
48

水の文化書誌18

《水と暮らしの変遷》

２
０
０
７
年
７
月
８
日
、
日
本
名
水

百
選
の
三
分
一

さ
ん
ぶ
い
ち

湧
水
︵
山
梨
県
北
杜
市

長
坂
町
︶
を
訪
れ
た
。
三
分
一
湧
水
館

編
・
発
行
﹁
水
の
セ
ミ
ナ
ー
　
Ｖ
０
Ｌ

３
講
演
集
﹂
︵
２
０
０
６
︶
の
表
紙
の

よ
う
に
、
八
ヶ
岳
の
懐
か
ら
の
湧
水
が

均
等
に
農
業
用
水
と
生
活
用
水
に
分
流

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
湧
出
口
の

小
さ
な
分
水
枡
の
な
か
に
三
角
石
︵
分

水
石
︶
を
築
き
、
日
量
約
８
５
０
０
k

の
湧
水
を
三
方
に
分
岐
さ
せ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
水
争
い
の
絶
え
な
か
っ
た

戦
国
時
代
か
ら
、
集
落
の
人
達
が
幾
度

と
な
く
協
議
を
重
ね
、
合
意
形
成
が
な

さ
れ
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

山
口
昌
伴
著
﹁
水
の
道
具
誌
﹂
︵
岩

波
書
店

２
０
０
６
︶
に
こ
の
三
分
一

湧
水
も
述
べ
て
あ
る
。
均
等
に
分
け
る

三
角
石
は
武
田
信
玄
の
発
案
だ
っ
た
と

い
う
。
こ
こ
か
ら
流
出
す
る
水
の
道
は

一
つ
は
水
の
通
る
道
で
あ
り
、
も
う
一

つ
は
水
使
い
の
作
法
と
し
て
守
る
べ
き

道
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
私
ど
も
が
何

気
な
く
日
常
使
っ
て
い
る
水
道
を
、
水

使
い
の
作
法
の
も
と
に
感
謝
を
持
っ
て

利
活
用
す
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
さ

ら
に
、
こ
の
書
は
束
子

た
わ
し

、
雑
巾

ぞ
う
き
ん

、
水
瓶
、

金
魚
鉢
、
井
戸
な
ど
の
水
の
道
具
を
全

国
各
地
に
訪
ね
歩
き
、
水
と
暮
ら
し
の

変
遷
か
ら
水
使
い
の
作
法
を
論
じ
る
。

例
え
ば
バ
ケ
ツ
は
舶
来
品
だ
と
い
う
。

従
来
、
バ
ケ
ツ
は
木
製
の
手
桶
、
水
汲

み
桶
で
あ
っ
た
が
、
銀
メ
ッ
キ
を
か
け

た
ブ
リ
キ
、
亜
鉛
メ
ッ
キ
の
ト
タ
ン
が

輸
入
さ
れ
る
と
、
明
治
20
年
代
、
バ
ケ

ツ
の
国
産
化
が
進
み
、
全
国
に
普
及
し

中
国
や
朝
鮮
に
も
輸
出
さ
れ
た
。
今
で

は
手
軽
な
ポ
リ
バ
ケ
ツ
が
全
盛
で
あ
る
。

日
本
は
木
の
文
化
を
育
ん
で
き
た
。

桶
、
樽
、
盥

た
ら
い

、
棚
、
枡
、
橋
と
木
篇
が

多
い
。
１
９
９
７
年
法
政
大
学
出
版
局

発
行
の
石
村
真
一
著
﹁
桶
・
樽
﹂
︵
全

３
巻
︶
は
、
桶
・
樽
の
形
態
、
構
造
、

材
料
、
加
工
技
術
、
日
常
生
活
や
産
業

で
の
使
用
方
法
に
つ
い
て
歴
史
的
に
考

察
す
る
。
そ
の
用
途
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
ワ
イ
ン
用
、
ビ
ー
ル
用
、
ウ
ィ
ス
キ

ー
用
の
大
樽
で
ナ
ラ
材
が
使
用
さ
れ
、

中
国
で
は
水
桶
、
酒
桶
で
そ
の
材
は
マ

ツ
、
ス
ギ
で
あ
る
。

日
本
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
明
治

期
、
清
酒
用
桶
、
味
噌
用
桶
、
か
い
馬

用
桶
は
ス
ギ
材
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
昭

和
40
年
代
以
降
、
桶
の
需
要
は
激
減
し

て
い
く
。
そ
れ
は
お
櫃

ひ
つ

や
お
鉢
が
電
化

製
品
に
と
っ
て
替
わ
る
か
ら
だ
。
保
水

性
は
桶
製
が
、
保
温
性
は
金
属
製
が
そ

れ
ぞ
れ
優
れ
て
お
り
、
保
温
性
と
便
利

さ
が
優
先
し
た
生
活
に
変
わ
っ
て
く
る
。

ま
た
酒
造
用
、
醤
油
造
用
、
牛
乳
製
造

用
の
樽
は
現
在
で
は
ス
テ
ン
レ
ス
製
タ

ン
ク
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
書
は
全
世
界
の
国
々
の

あ
ら
ゆ
る
種
類
の
桶
・
樽
を
論
じ
な
が

ら
、
現
代
人
の
生
活
を
次
の
よ
う
に
批

判
し
、
指
摘
す
る
。
﹁
現
代
人
は
都
市

生
活
を
中
心
と
す
る
消
費
生
活
で
モ
ノ

を
総
体
的
に
理
解
す
る
力
を
見
失
っ
て

古賀邦雄
こがくにお
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き
、
都
市
部
で
は
掘
井
戸
が
中
心
と
な

り
、
釣
瓶
井
戸
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
近
代
化
が
始
ま
っ
た
。
そ
し
て
手

押
し
ポ
ン
プ
が
現
れ
、
こ
れ
が
電
力
揚

水
に
変
わ
る
。
明
治
後
期
か
ら
上
水
道

が
敷
設
さ
れ
、
水
は
共
同
栓
か
ら
ブ
リ

キ
の
バ
ケ
ツ
で
台
所
ま
で
運
ば
れ
る
。

そ
の
後
、
家
々
に
個
別
に
給
水
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
と
、
流
し
台
や
浴
室
、
洗

面
所
に
蛇
口
が
設
け
ら
れ
、
ト
イ
レ
も

水
洗
便
所
に
変
化
し
て
い
く
。

こ
の
よ
う
な
、
水
と
暮
ら
し
の
変
遷

に
つ
い
て
は
、
吉
井
川
の
漁
業
、
筏
流

し
、
水
車
の
盛
衰
を
綴
っ
た
二
木
正
視

編
﹁
津
山
・
す
ま
い
風
土
記
三
﹂
︵
ホ

ー
プ
市
民
会
議

１
９
９
３
︶、
加
茂
川
、

肱
川
、
小
田
川
流
域
で
暮
ら
す
昭
和
を

生
き
抜
い
た
人
が
語
っ
た
愛
媛
県
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
編
・
発
行
﹁
河
川
流
域

の
生
活
文
化
﹂︵
１
９
９
５
︶、
沖
縄
で

は
ガ
ー
︵
井
戸
︶
の
水
か
ら
ダ
ム
建
設

に
よ
っ
て
水
道
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
変
化
を
捉
え
た
沖
縄
の
水
研
究

会
編
・
発
行
﹁
水
の
い
ま
む
か
し
写
真

集
﹂
︵
１
９
９
２
︶
に
も
み
ら
れ
る
。

ま
た
、
大
島
忠
剛
著
﹁
写
真
集
手
押
し

ポ
ン
プ
探
訪
録
﹂︵
信
山
社
２
０
０
６
︶

に
は
、
東
京
都
区
部
を
は
じ
め
ま
だ
現

存
す
る
全
国
の
手
押
し
ポ
ン
プ
を
撮
影

し
た
記
録
で
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
を
覚
え
る
。

日
常
の
水
利
用
に
つ
い
て
、
健
康
と

水
、
排
水
の
行
方
、
働
く
水
等
の
知
識

を
与
え
る
建
築
設
備
技
術
協
会
編
﹁
小

事
典
暮
ら
し
の
水
﹂︵
講
談
社

２
０
０

２
︶、
水
の
番
人
︵
環
境
衛
生
監
視
員
︶

が
都
市
の
水
ま
わ
り
の
安
全
対
策
を
現

場
か
ら
語
る
中
臣
昌
広
著
﹁﹁
水
﹂
の

安
心
生
活
術
﹂
︵
集
英
社

２
０
０
４
︶

も
あ
る
。

最
近
で
は
住
宅
や
公
共
施
設
建
物
に

雨
水
を
利
用
し
た
装
置
が
設
置
さ
れ
、

水
の
有
効
利
用
が
進
ん
で
お
り
、
日
本

建
築
学
会
編
﹁
雨
の
建
築
術
﹂
︵
北
斗

出
版

２
０
０
５
︶
に
そ
の
事
例
が
紹

介
さ
れ
て
い
る
。
水
害
で
悩
ま
さ
れ
た

千
葉
県
市
川
市
は
新
住
宅
を
建
築
す
る

場
合
は
雨
水
利
用
の
設
置
を
条
例
化
し

て
い
る
。
雨
水
利
用
は
、
治
水
と
利
水

の
役
割
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

以
上
、
い
く
つ
か
の
書
を
挙
げ
て
、

水
と
暮
ら
し
の
変
遷
を
辿
っ
て
き
た
。

地
球
温
暖
化
に
よ
っ
て
、
ま
た
水
の
暮

ら
し
も
変
化
す
る
で
あ
ろ
う
。
日
本
は

木
と
竹
と
紙
の
文
化
と
い
わ
れ
て
き
た

が
、
今
で
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
鋼
鉄
の

構
造
物
に
覆
わ
れ
、
乾
燥
し
た
文
化
を

創
り
出
し
て
い
る
。
自
然
環
境
の
復
元

が
叫
ば
れ
て
い
る
中
で
、
森
林
、
竹
林

の
荒
廃
を
防
ぐ
に
も
、
木
と
竹
製
の
水

の
道
具
を
つ
く
り
、
そ
れ
を
利
用
す
る

こ
と
も
大
切
で
あ
ろ
う
。

︿
温
暖
化
進
む
地
球
に
水
を
打
つ
﹀

園
田
廣
子

お
り
、
経
済
優
位
の
工
業
文
化
が
樹
木

と
共
生
し
て
き
た
文
化
を
破
壊
し
た
。

桶
・
樽
の
使
用
に
よ
っ
て
樹
木
文
化
の

復
元
を
図
り
た
い
﹂
と
主
張
す
る
。

そ
の
復
元
の
例
を
２
つ
挙
げ
て
み
た

い
。
あ
る
ア
メ
リ
カ
人
は
13
年
間
も
た

ら
い
舟
の
調
査
研
究
を
続
け
、
そ
し
て

実
際
に
た
ら
い
舟
２
艘
を
つ
く
っ
た
。

そ
の
記
録
が
ダ
グ
ラ
ス
・
ブ
ル
ッ
ク
ス

著
、
ウ
ェ
ル
ズ
智
恵
子
訳
﹁
佐
渡
の
た

ら
い
舟
ー
職
人
の
技
術
﹂
︵
鼓
童
文
化

財
団

２
０
０
３
︶
で
あ
る
。
日
本
人

の
手
を
借
り
な
が
ら
も
滅
び
よ
う
と
す

る
﹁
た
ら
い
舟
﹂
を
異
国
の
人
が
つ
く

り
上
げ
た
そ
の
強
い
信
念
と
情
熱
に
は

頭
が
下
が
る
。

も
う
一
つ
は
水
の
道
具
を
復
元
し
た

岐
阜
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。

そ
れ
は
風
を
お
こ
す
団
扇
で
あ
る
。
水

と
は
一
見
関
係
は
な
い
よ
う
だ
が
、
こ

の
団
扇
を
水
に
つ
け
て
扇
ぐ
と
あ
た
り

に
清
涼
さ
を
醸
し
出
す
と
い
う
。
不
思

議
な
団
扇
だ
。
水
野
馨
生
里
著
﹁
水
う

ち
わ
を
め
ぐ
る
旅
ー
長
良
川
で
つ
な
が

る
地
域
デ
ザ
イ
ン
﹂︵
新
評
論

２
０
０

７
︶
に
は
岐
阜
提
灯
、
加
納
の
和
傘
の

伝
統
工
芸
品
を
述
べ
な
が
ら
、
水
う
ち

わ
の
復
元
の
過
程
を
詳
述
す
る
。
団
扇

は
提
灯
や
和
傘
と
同
様
に
和
紙
と
竹
を

原
料
と
し
た
製
品
で
あ
る
。
水
う
ち
わ

の
和
紙
は
楮

こ
う
ぞ

や
三
椏

み
つ
ま
た

よ
り
繊
維
の
長
い

ヂ
ン
チ
ョ
ゲ
科
の
雁

が
ん

皮ぴ

と
い
う
植
物
を

原
料
と
し
て
い
る
。
こ
の
雁
皮
紙
は
ガ

リ
刷
り
の
原
紙
に
使
わ
れ
て
い
た
。
紙

自
体
は
非
常
に
薄
く
、
張
り
が
あ
っ
て

水
に
つ
け
て
も
破
れ
な
い
。
水
う
ち
わ

に
は
最
適
で
あ
る
。

１
９
６
７
年
〜
１
９
８
１
年
に
か
け

て
社
会
的
、
政
治
的
、
経
済
的
な
出
来

事
を
水
で
捉
え
た
阿
部
文
伍
著
﹁
水
の

歳
時
記
﹂
︵
論
創
社

１
９
８
３
︶
は
、

放
水
車
、
人
参

に
ん
じ
ん

で
行
水
、
水
煙
管
、
清

涼
飲
料
水
、
水
天
宮
、
水
上
警
察
署
、

水
耕
栽
培
、
力
水
、
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

水
仕
事
な
ど
を
挙
げ
て
戦
後
の
風
俗
世

相
を
描
き
出
す
。
１
９
６
９
年
３
月
、

放
水
車
︵
警
備
兼
放
水
車
︶
の
項
で
は
、

機
動
隊
が
東
大
構
内
に
立
て
こ
も
っ
た

学
生
た
ち
に
放
水
車
で
放
水
し
、
ず
ぶ

濡
れ
に
な
っ
て
寒
さ
に
震
え
な
が
ら
ぞ

ろ
ぞ
ろ
出
て
く
る
様
子
を
描
写
す
る
。

こ
の
放
水
車
、
消
防
活
動
に
よ
る
水
は

そ
の
料
金
を
徴
収
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
水
道
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
と
い

う
。さ

て
、
水
と
暮
ら
し
の
変
遷
は
、
主

婦
の
働
き
場
で
あ
る
台
所
に
如
実
に
現

れ
て
く
る
。
古
島
敏
雄
著
﹁
台
所
用
具

の
近
代
史
ー
生
産
か
ら
消
費
生
活
を
み

る
﹂
︵
有
斐
閣

１
９
９
６
︶
に
は
明

治
・
大
正
・
昭
和
期
に
お
け
る
台
所
用

具
に
つ
い
て
、
光
源
︵
灯
油
な
ど
︶
、

水
源
︵
湧
水
な
ど
︶
、
燃
料
源
︵
薪
な

ど
︶
の
３
つ
の
生
活
環
境
の
変
化
を
追

っ
て
い
る
。

水
源
の
変
化
を
み
て
み
る
と
、
明
治

期
で
は
湧
水
、
流
水
を
経
て
掘
井
戸
に

変
わ
る
。
農
村
で
は
湧
水
・
流
水
が
続




